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あらまし：近年，スマートフォン市場が注目され拡大の兆しがみられる為，企業では新サービスの展開に

伴う Androidアプリケーション開発エンジニアの求人募集が増加している．現在，その人材育成が教育機

関に求められている．しかし，Androidアプリケーション開発手法の教育には，開発環境の整備や既存の

システムの連携など様々な課題がある．本稿では，フラッシュメモリを基盤とした Androidアプリケーシ

ョン開発環境の試作を行い，構築における現状と課題に対する取り組みの指針について述べる． 
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1. はじめに 

Android アプリケーション開発手法の教育をする

には，既存の情報機器の環境やネットワーク環境を

考慮し，Android アプリケーション統合開発環境シ

ステムを導入する必要がある．また，ソフトウェア

管理システムとの連携が重要である． 

しかし，多様な情報機器や学習環境に応じた

Android アプリケーション統合開発環境を導入し管

理するには，多くのプロセスと時間を要する．ゆえ

に，開発環境の導入や管理のプロセスを効率化する

ため，様々な Android アプリケーション統合開発環

境システムが開発されている(1)(2)． 

本研究では，フラッシュメモリのブートプロセス

が可能な基盤を活用した，可搬性に優れた Android

アプリケーション統合開発環境の構築手法を提案し，

既存の環境に考慮した，より利便性が高くかつ維持

管理が容易な Android アプリケーション統合開発環

境システムを実現する． 

 

2. 教育用途向け開発環境の要件定義 

2.1 プラットフォームの要件 

Android アプリケーション開発プラットフォーム

の選定として，以下の予備実験を行った．PC（表 1）

を用い，Windows7 Professional と Linux Ubuntu 

Desktop 10.04.3 に統合開発環境である Eclipse3.7，

Android-SDK-R18，JavaSDK6.22 を導入し，様々な

Androidアプリケーションを開発した．結果，Android

端末エミュレーターを複数起動し開発する場合，

Windows環境では処理が煩雑であり開発が難航した．

ゆえに，Android アプリケーション開発プラットフ

ォームとして，軽快に複数の Android 端末をエミュ

レーションしながら開発することが可能な Linux プ

ラットフォームを基盤とする方針とした． 

 

2.2 ブートシステムの要件 

Android アプリケーション開発手法の教育を目的

とした予習や復習を効率的に行うためには，自宅等

の様々な環境で開発が可能でなければならない．ゆ

えに，多様な情報機器に対応し，可搬性が高い開発

環境システムであるフラッシュメモリとそのブート

プロセス機構を基盤とする方針とした． 

 

表 1 予備実験 PCスペック 

CPU Intel Core2 Duo E6750 2.66GHz 

Memory DDR2 4GB 

Chipset Intel945 

HDD 500GB 7200rpm 

 

2.3 システムカスタマイズの要件 

既存の情報機器に，Android アプリケーション統

合開発環境システムを導入するには，各種 SDKやエ

ディターの導入及び様々な設定が必要であり，多く

のプロセスや時間を要する．また，既存の環境を不

安定にする原因となり得る．そこで，既存にある

Bootable CD Linuxを活用した Androidアプリケーシ

ョン開発環境を構築する予備実験を実施した．結果，

既存のネットワーク環境設定や開発環境の設定がシ

ステムを起動させる度に必要となり実用的ではなか

った．また，重要なシステムメニューが利用可能で

あり，HDDが自動認識される為，既存の環境が破壊

される可能性があった． 

ゆえに，各種設定を保存し，既存の環境を破壊す

る要因を排除した Bootable USB Linux に，Android

アプリケーション統合開発環境システムをカスタマ

イズして導入する方針とした．また，プログラムソ

ースを管理する Subversionと連携する仕組みを実現

し，課題プログラムの管理と進行度を確認する方法

により，指導を容易にする方針とした． 
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3. システムの実装 

3.1 システムブートメニューの再構成 

既存のシステムに影響を及ぼす可能性がある機能

を下記の要領で改良した．syslinux フォルダのブー

トローダーファイル syslinux.cfg を編集し，gfxboot 

bootlogo を削除した．これにより，起動時に直接

ubuntuが起動しログインユーザーubuntuでログイン

されたデスクトップ環境が起動する．これにより，

初期画面が表示されなくなり，HDDに誤ってインス

トールする操作を防止し，起動性能を向上させた． 

 

3.2 リムーバブルドライブ制御 

HDDに格納されたファイルにアクセスし，既存の

システムを破壊される危険性を回避する為，起動時

に内蔵されている HDD の電源を切断するプロセス

を内包する事によりアクセス制御を実現した．また，

linuxデバイスファイルについても削除し，再マウン

トを阻止する機構とした．さらに，本システムは，

USB フラッシュメモリデバイスにて起動されてい

るため，kernel出力で USBデバイスに該当するマウ

ントポイントを除外させている． 

実装方法は，「/etc/init.d/」以下の階層において内

蔵HDDを検索し，該当するHDDが存在する場合に，

「/sys/block/内蔵 HDD(mount point)/device/delete」に

1 という値をリダイレクトすることにより HDD の

回転を停止させ，「/dev/内蔵 HDD(mount point)」を削

除する．以上の動作を，シェルスクリプトにより実

現させた． 

 

3.3 FAT32 に準拠したシステムの再構成 

Bootable USB Linuxは，基盤 OSを圧縮ファイルで

管理しているため，4GB程のファイルを 1.5GBまで

圧縮する事が可能である．しかし，圧縮ファイルの

為変更が不可能である．よって，開発環境を導入す

るとファイルが累積し，ファイルシステムを破壊し

てしまう可能性がある．ゆえに，Android アプリケ

ーションのバージョンごとに必要な SDKを選択し，

ファイルシステム FAT32 の 4GB 以下の環境に対応

させた．これにより，様々なPCで利用可能なAndroid

アプリケーション開発環境システムを実現させた． 

 

3.4 ソフトウェア開発管理システムとの連携 

eclipseに subvarsionプラグインを導入し，教師側

のフラッシュメモリデバイスに subvarsionサービス

を導入する事とした（図 1）．これにより，学生側の

eclipseで変更した内容を常に教師側に送信すること

ができ，管理が容易に実現できる．また，学生が PC

をシャットダウンした際に，rsyncを用いて自動的に

教師側のフラッシュメモリデバイスへファイルを送

信し，ソースプログラムを提出できる仕組みを実装

した．これにより，プログラム開発の指導に役立て

ることが可能になった． 

 
図 1 システム全体図 

 

4. システム評価 

本システムの有効性を明らかにするために，岐阜

経済大学プログラミングⅡの講義にて，Android ア

プリケーションの開発する際に，学生に利用しても

らい，以下の評価と意見を得た． 

・大学のシステムは，再起動する度に各種設定が初

期化される．本システムの設定保存機能により，

毎回，各種設定をする必要が無くなり利便性が向

上した． 

・他の実習室や自宅においても，USBブートする事

で利用可能な為，Android アプリケーション開発

の続きが様々な PCで可能になり有用性が高い． 

 

5. おわりに 

本研究では，教育目的の Android アプリケーショ

ン開発環境の設計，及び開発をした．実証実験によ

り，現在のフラッシュメモリデバイスでは，本シス

テムにおいて高頻度のアクセスをする為，長期利用

には適さない事が明らかとなった．今後，仮想化シ

ステムやシンクライアントシステム(3)を活用した

教育向け Android アプリケーション開発環境につい

て検討したい． 
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